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2024 年春季号(4月 1 日発行)No.41 

NPO 法人 成年後見のぞみ会 

〒178－００64 

練馬区南大泉 4‐29‐35 

代表 照山 忠利 

電話 ０８０－１７００－１０５０ 

Email：info@kouken-nozomi.org 
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近時雑感 

 年初の能登半島地震で明けた今年も桜花の季節となり、学校 

や職場にフレッシュな新人が入ってきました。早く新しい環境 

になじんで活躍することを期待したいと思います。 

 今年の春季労使交渉の賃上げ率（第一次集計）は 5.28%と 

33 年ぶりの高水準となりました。交渉の成り行きを見守って 

きた日銀は、目標としてきた「安定的な 2％の物価目標」が達成 

できる環境が整ったとして 8 年ぶりにマイナス金利を解除しました。日銀の利上げは 07 年

2 月以来、実に 17 年ぶりとなります。高齢者の大きな関心事である年金の支給額は、今年

の賃上げと物価の動向を踏まえて来年 4 月から改定されることとなります。厳しい国際情勢

と政治の混迷をよそに、国内の経済状況は賃金と物価を軸に段々と正常化に向けて動き出し

たように感じられます。 

 成年後見制度については 2 月に小泉龍司法相が法制審議会に見直しを諮問しました。認知

症患者は 700 万人に上ると推計される一方、成年後見制度の利用者は 25 万人程度と伸び

悩んでいます。利用者の負担を減らし、使い勝手をよくする方向で検討がなされる見込みで

す。具体的には「制度利用の終身制を改め期間限定に」、「支援の範囲を包括的ではなく必要

な範囲に」改め、毎月数万円の報酬負担を軽減したり、「後見人の交代を柔軟に」行えるよう

にといった内容が含まれています。これから議論を深め、また所要の手続きを経て 26 年度

までに民法など関連法の改正を目指します。 

 私たち成年後見のぞみ会は微力ながら成年後見制度の普及啓発活動に力を入れてきまし

た。昨秋の「成年後見人講習会」では後見の担い手の養成に取り組み、12 名の修了生を送

り出しました。この 2 月には後見制度の第一人者である金原和也氏（成年後見普及協会）を

招聘し「高齢社会のパスポート～後見制度がまるわかり」の講演会を開催し、75 名の参加  

者から高い評価を頂きました。また、当会の活動の原点ともいうべ 

き後見制度の勉強会・説明会ですが 1 月に栄町敬老館、2 月に大泉 

学園町緑町会で連続開催し、皆さんの理解促進に努めたところです 

（後掲記事ご参照）。 

 今年度も全力を挙げて活動実績を積み重ねていく所存ですので、 

よろしくご支援の程お願いいたします。 

                              （理事長 照山忠利） 
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2024 年度 講演会を開催しました 

去る２月１０日（土）、弊会主催の講演会がココネリホール（練馬駅）にて、実施されま

した。この講演会は２０１８年度より毎年「人生１００年時代をたくましく生きる」をモ

ットーに、後見制度をはじめ健康講座など、長寿社会において関心事の高いテーマを選び

実施しているもので、今年度で６回目となります。今年度のテーマは「高齢社会のパスポ

ート～後見制度がまるわかり」と題して、後見人講習会でもおなじみの成年後見普及協会

理事の金原和也先生を講師にお招きして、認知症の事例や任意後見についてご講演いただ

きました。天気にも恵まれた３連休の初日にもかかわらず、多くの方にご来場いただき、

用意した会場がいっぱいとなりました。 

ご来場いただいた方々に、今後の講演会開催に向 

けての参考とさせていただくため、来場者アンケー 

トにご協力いただきました。以下、アンケートの集 

計結果の一部をご紹介します。（グラフ図参照） 

今回、ご来場いただいた方の年齢は４０代以上で、 

７０代が４６％と一番多く、次いで６０代の３０％ 

と、６０代～７０代の方を合わせて８割近くを占め 

ました。また、男女の割合は、女性５１％、男性４９％とほぼ同率となりました。 

講義内容については、大変満足５７％、満足３４％とご回答いただいた方を合わせて、

９割以上を占める高評価をいただく結果となりました。 

そして、自由記入欄にも、多くのご要望・感想をいただきました。「講師の説明がわかり

易かった」「成年後見制度の必要性がよく理解できた」「任意後見制度についてもっと詳しい

話が聞きたい」「任意後見契約、死後事務に係る情報を詳しく知りたい」「質問時間をもっと

ほしかった」などのご意見を多数いただきました。これにより、あらためて、任意後見につ

いての関心度の高さが窺える結果となりました。 

今後さらに皆様のニーズにあったテーマの講演会を企画・実施していけるよう、会員一

同精進し、準備していきたいと思っております。最後に、ご来場いただいた皆さま、会場

設営・運営にご協力いただいた支援者の皆さま、後援・協賛いただいた各団体の皆様に深

く感謝申し上げます。                    （澤田 麻由美） 
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出張講座の依頼があった大泉学園緑町会は、練馬区北西部大泉学園町 5、6 丁目を構成域

とする自治会として、その HP からも分かるようにとても活発に地域活動に取り組まれて

いる町会です。出張講座開催に際し頂戴した担当者の名刺には、“楽しく・安全で・住みよ

い街 大泉学園緑町会（練馬区環境美化推進地区）魅力アップ委員会”と書かれており、そ

の役職一つを取ってみても“熱き地域愛”と“コミュニティーづくり”に熱心に取り組まれ

ている様子が窺われ、訪問会員一同ワクワクした気持ちで当日を迎えました。 

2 月 18 日、会場の大泉学園町地域集会所では、町会の理事職 

の任にある 18 名（男性 5 名・女性 13 名、50 代 5 名・60 代 

7 名・70 代以上 6 名）の方々に迎え入れていただきました。“成 

年後見制度のアウトライン”をテーマにした照山理事長による講 

演に皆熱心に耳を傾けられ、“難しい制度であり何回か聴く必要 

がありそう”との感想が寄せられるとともに町会長から“回を重 

ねたい”とのお話しもあり、関心の高さを感じた出張講座でした。 

（永井 薫） 

去る 1 月 30 日、栄町敬老館（西武池袋線江古田駅北口）において、成年後見制度の勉

強会と相談会を開催しました。コロナ禍でのブランクを挟み昨年に続く 4 回目の開催とな

る講座には 7 名（男性 1 名・女性 6 名）の方にご参加いただきました。 

先ず、講座開催に当たり練馬区社会福祉協議会の職員から“社協の役割”について紹介い

ただき、続いて勉強会の導入部として当会が初めて取り組んだ「寸劇」をご披露しました。

寸劇の演目『送りつけ商法～電話によるアンケート勧誘編～』では、高齢者を消費者被害か

ら守るための“見守り契約”の重要性を訴えました。 

佐藤会員による講演は、“任意後見制度を活用するメリット”を中心に“見守り契約”“財

産管理委任契約”“死後事務委任契約“について説明を行い、参加者からは”寸劇もあり大

変分かり易かった“との高評価をいただきました。 

講座終了後に行った個別相談会には、参加者のうち 4 名の方が相談を希望され、3 グル

ープに分かれて個別に相談に応じました。相談内容は、お墓の継承、遺言書等公正証書の作

成、遺言の執行、生前贈与、遺産分割等々多岐に亘り、終活への尽きぬ不安と悩みが語られ

ました。人生 100 年時代とは“誰もがおひとりさまを覚悟する時代”であり、安心且つ充

実した“これから”を過ごすには、このような相談会を通じて先ずは不安材料を言葉にし、

エンディングノートを活用していくことが“事前準備”の第一歩であることを確認し合った

相談会でした。                          （永井 薫） 

 

～出張講座①～ 栄町敬老館 

～出張講座②～ 大泉学園緑町会 
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地域活動マッチングイベント報告 

２月２７日（火）（１０～１４時）に石神井公園区民 

交流センターの２F 展示室兼集会室で、練馬区（福祉部 

管理課ひと・まちづくり推進係）主催の地域活動マッチ 

ングイベントが開催されました。 

このイベントは、ボランティアに関心がある方とボラ 

ンティアを探す団体をつなぎ出会いの場を提供するもの 

です。来場者はご自身のアピールポイントをシートに記 

載し、興味ある団体にアピールシートを見せ、話し合い 

を通して進めていきます。来場者が活動に興味あり、連 

絡を希望される方は、受付シートを交付し、後ほど連絡 

を取り合います。 

イベントは、１４団体が出展し、のぞみ会もブースを構え３名で対応しました。出展団体

は、社会福祉法人、公益財団法人、NPO 法人、練馬区等で、福祉・介護・食・スポーツ・

居場所提供など多種多様な活動をしている団体です。 

来場数は１７９名でした。当日は春の北風が吹き荒れ、外出するのを見合わせる天候でし

た。それでも熱意がある方々がお見えになり、関心の高さを感じました。 

当会のブースには１０名の訪問者がありました。想定より多い人が相談にいらっしゃいま

した。つなカレ福祉コース修了者、後見人経験者、ボランティアを経験したい人、後見人講

習会受講を希望する方、総合的な後見人の知識を習得したい人、後見制度の普及啓発を支援

したい人等、様々な方々と面談しました。そこでは、ご自身の能力を十分発揮したいという

思いがひしひしと伝わってきました。 

このご縁を大切にして、連絡を取り合い次のステップに繋げていきたいと思っています。

区役所には、この地域活動マッチングイベントを継続して開催して頂きたいと願っています。 

                                （吉浦茂樹） 

 

会員募集中 

一緒に活動してくれる仲間を募集しています！ 

◆正会員 ６,000 円  ◆賛助会員 3,000 円 （企業・団体は 20,000 円） 

会報誌（年４回発行）、成年後見講習会・講演会の参加費無料など特典があります 

お問い合わせ、お申し込みは 

〒178－0064 練馬区南大泉 4－29－35  成年後見のぞみ会 照山忠利 

TEL080－1700－1050  E メール info@kouken-nozomi.org 


